
氷ノ山の植物概観

1964年 8月17日より 3 日間、氷ノ山において県生物学
会の夏期採集会が但馬支部の会員のお世話で挙行され
た。参加者80余名と共に、福定一東尾根ー氷ノ山頂上
(  5万分の l地形図では須賀ノ山) 一氷ノ山越ーあずき
ころがし福定のコース( 多くの人は氷ノ山越より尾根
どうしに鉢伏山に出て福定のコース) に沿って植物およ
び昆虫採集や植生の観察を行なったO

この時のメモをもとに、氷ノ山の植物および植生の概
要を以下に記録する次第である。種名は大井次三郎著、
日本植物詰( 1953) によっ t.:o 開花中の植物につレては
種名のあとに( 花) 、種子、果実をつけているものは
( 果) 、夏枯れの状態のものは( 枯) の略字を付した。
疑問種については同行の室井縛先生より教示を得たこと
を記し、ここに謝意を表する。
8月18日7時半宿舎の喜笑旅館 (560m ) を出発、八

木川の上流を渡って、東尾根の北斜面につけられた急な
田園道を登ってし、く O 標高 800m ぐらいまでは猫の額の
ような水田が階段状に続レて植物も限られてレる。路傍
の草地にヒメジョン( 果) 、コアカソ( 花) 、ヨモギ、ス
スキ、チガヤ、ヨメナ( 花) 、アキノキリンソウ( 花) 、
ウツボグサ( 花) 、オトギリソウ( 花) 、ゲンノショウコ
( 花) 、キンミズヒキ( 花) 、 ナデシコ( 花) 、 などを見
る。小川の岸辺では、オタカラコウ( 花) 、 カマ、 コフ
ナグサ( 花) など、日陰地にはしばしばクジャクシダが
特徴ある葉をひろげてレる} 所々にクワの老木やノリレニ
レ、アキニレの残し木がみられる。また但馬地方を基準
産地とする車IJのないアサクラザンシノョウ長も散見され
る。
800mをこえるあたりからは、水田に代ってクワ、 コ
リヤナギの畑になる。あちこちの崖地にはカヤ ノ、イイ
ヌカヤ( 果) 、ツノハシバミ( 果) 、キブシ、 ヤマウノレ
シ、 ヌノレデ、ガマズミ、ノリウツギ( 花) 、フサザクラ、
ウツギ、ヤマハンノキ、タニツギ( 果) や刺の少なし、メタ
ラなとよりなる叢林かあり、 ツタウノレ、ン、クス( 花) 、
ハンショウツノレ、ボタンヅノレ( 花) 、 ノブドウ( 果) 、ウ
チワドコロ、ノササゲ、アオツツ、ラフジ、ツノレウメモド
キなどのつる植物も多い。ネナシカ 7 ラがクスの葉群に
からまりついている所も見うけられる。日陰地にはフシ
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グロセンノウが赤燈色の花をつけていたり、カラマツソ
ウ( 花) 、ヤマブキショウマ( 果) 、 ミスヒキ( 花) 、 ゼ

ンマイなとが目につく O やや向陽地の草地にはマノレバハ
ギ( 花) 、ツクシノ、ギ( 菅) のほかウド( 花) 、クサボタ
ン( 花) 、ヤマボクチ、タケニグサ( 果) 、イタドリ( 花) 、
シロトダシバ( 花) 、ススメノヒエ( 花) なとが生育し
ている O 谷川| ぞいの湿地にはクサソテツ、ツリフネソウ
( 花) 、シシウド( 花) 、 ヒヨドリバナ( 花) 、 ミソホオ
ツキ( 花) 、カワミドリ( 花) 、アブラカヤ( 花) のほ
か、分布が日本海側山地に限られてし、るクロメナヒキオ
コシが小さい暗紫色の花をつけてし、るつ路傍にはオカト
ラノオ( 花) 、イノコズチ、 ノブキ( 花) 、 ツノレボ( 花)
オオバコ、 ヒノレカオ( 花) 、コウゾリナ( 花) 、 ワラビも
見られる。

の植林地内につけられた、ジグザグ道を行く。このスギ
休に入ると、クロモジ、コパノトネリコ、オオカメノキ
( 果) 、シナノキ、イタヤカエデ、 ウリハダカエテ、 ハ
ウチワカエデ、ニワトコ、 ミスナラ、クリ (果)、 ヤマ
ソテツ( 胞) 、 フウリンウメモトキ、 ミヤマカ♂マズミ、
サンカク 7 ノレ、ホオノキなどのフ、ナ帯の植物が多くなっ
てくる O このほか、ヤマアジサイに似て、より大きし、葉
をもっェソアジサイや、 ウリノキ( 果) 、 ヤマボウシ、
ノ、ナイカダ( 果) 、ツリバナ( 果) 、クマシデ、 ミスキ、
リョウブ、クマヤナギ、ムラサキシキブ、ウワミズザク
ラ、ナナカマドも出現してくる。林床にはチコユリ、ナ
カノ、モミジイチコ¥ オオカニコウモリ、コウモリソウ、
シオデ、ツルニンジン( 花) なとが目につく。尾根にた
どりつくすこし手前の立枯木にゴトウヅノレ( 果) とイワ
ガラミ ( 呆) が一緒にカ‘らみつし、てレる。
尾根に出たあたり( 960m) では、ブナのほか、 ミス
ナラ、クリ、ヤマナラシ、ナナカマト¥ 夕、/ コウバイ、
ミスメ、 トチノキ、アスキナ、ン、ハタウンボ夕、コシア
ブラ( 花) 、タムシノ¥ ニガキ、さらに日本海要素のマ
ノレハマンサクなどの幼樹が混生して伐採後の二次林を形
成してレる。尾根を登って 1000mをすぎるあたりより低
木層がネマカリダケで優占されたプナ林が現われてく
る。林縁にクマイチコ、エビガライチコ、 オトコエシ

ホ 帰路のノミスの中でアサクラずンi / J ?の「アサクラ」なる地名の由来について岩谷l克彦氏より発問あり、これは養父郡八鹿町の朝倉である
ことかわかっ仁レ
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( 花) 、イヌツゲ、 ツノレリンドウなどが見られる。 1050m
付近の北斜面のブナ林にはベニドウダン、コミネカエ
デ、ヤブテマリ、ナッツメキ、タイセン i ツメツツジな
どの低木が散見されるが、南斜面ではネマカリ夕、ケが一
面に密生し、 ほかの植物の生育を拒んでレる。 所々ヤ
マブドウが、その不マカリダケの葉群上にひろがってい
る。尾根筋のブナの大木にヤドリギが寄生していたり、
チャボススゴケ、 トコフ、ンゴケ、バンダイキノリなどの
コケ、地衣類が着生してし、る O やや登ると、路傍にオオ
イワカカ; 、ツノレアリドウシ、シ、ンガシラ、ホソバカン
スケ¥ サノレナシがある。このあたり、ウスノキ、ヤマシ
グレ(果)、 ヒメモチ( 果) 、クロヅノレ( 実) がよく繁茂
してし、る。
約1150mの地点に水場があり、ここでしばらく休憩す
る。水場近くの湿所には、富山県以西より当地方の日本
海側の山地にのみ分布するとレわれてし、る珍稀なタイミ
ンガサがやや盛りの過ぎた黄色レ花をつけていた。その
ほか、キアリフネ、リョウメンシダ、ジュウモンジシ
ダ、 ミヤマタニゾノくも生育してし、るο この付近の約 3 汎
程の高さに生レ繁ってし、るネマガリタケ群落内をのぞい
てみると、 ヒメモチ、ツノレシキミ、シノブ、カグマ、ヤマ
ソテツが散生しているだけで、あとは何も見当らなレ。
ただ比較的日当りのよい路傍には、ハスノハイチゴ、コ
ミノフユイチコ、ユキザサ、ナノレコユリ、アクメネソ
ウ、キクムクラ、クノレマムグラ、エゾユスリノ、などが生
育しているぺ
1370恨の地点、にある神戸大学のヒュッテのやや上方に
ある水場で昼食をとる この付近のブナ林は天然の林相
をそなえた、実に立派なものである。それを物語るかの
ように、ブナの大木の分校点にヤシャヒシャクが着生し
てし、る〉昼食後の休み時聞を利用して 1地点( 標高1375
m 、方位 S22 0 E  、角度約4 のゆるやかな斜面) の櫛生
調査を行なった。高木層( 高さ1 8 m、綜合被度95s6') で
はフ‘ナ(5)器、ヤマモミシ( + ) 、亜高木層( 高さ 9 m、被
度 20%) にはヤマモミジ(2)、低木層( 高さ 3 m、被度
100%) はネマカ‘リダケ (5) で完全に占められている。草
木層( 高さ 0 . 5 m、被度 30%) にはイヌツゲ(1)、シラ不
ワラビ(1)、ツノレシキミ (1)、ヒメモチ ( +  )、 ヤマソテツ
( +  ) 、ユキザサ( + ) 、ホソ ρ ノトウゲシパ( 十) 、イワ
ガラミ ( +  ) 、ナノレコユリ( ' Y ) が出現している。勿論
1資料では断言できなレが、その組成や構造からみて、

するブナーヒメモチ群集にあたる群落であることはまち
がし、なかろう。この群集の標徴種はハウチワカエデ、オ
オパクロモン、チシマザサ、ヒメモチ、ヒメアオキ、エ

キ (  ) 内の数字は被度を示す J
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ソ、、ユズリノ¥ ツノレシキミ、ノ、イイヌ方ヤといわれ、特に
地這性の常緑低木が多レことが大きし、特徴となってい
るO 因にこのフナ林のネマガリダケの密度を 5 ヵ所測定
した結果、平均 1 m 2あたり 17本とL、う価を得た。
ここの湿潤な渓側には、サンカヨウ、エンレイソウ、

シラネワラビなど亜高山生の植物が出現してくる。さら
にこの上方1400mの地点のスギの林( 千本杉と呼ばれて
し、る) の湿った林床にもメイケイソウ ( 枯) 、ヤマドリ
ゼンマイなどの亜高山生の植物が見られたーこのあたり
のスギはアシオスギ (Cryttomeη a } a t o m c a  var. 
γadicans N  akai) で、下校が下垂し、時に地床に接着
した部分から根を出して、 1個の独立木に成長していく
性質をもっている。これは深L、積雪に対する一種の適応
形質と考えられ、このアシオスギがブナ林の中に点在す
るのが、特に氷ノ山、扇ノ山以西の中国地方日本海側の
フ‘ナ林の特徴と言われている。筆者の1956年の採集行
で、ここのスギの株元に高山のノ¥ イマツの株元に出てく
るテガタコ‘ケが着生してレるのを採集して驚L、たことも
ある。要するに約1400m以高の地帯には、本来中部地方
以北の亜高山帯、高山帯に生活の本拠をおく植物が比較
的多しこの氷ノ山のフロラを非常に興味あるものにし
ている。特に頂上近くにある「コセイ沼」の湿原と「コ
シキ岩」の岩場とは、地形、土壌要因の影響で、不マガリ
ダケが被ってし、なレため、このような北方系あるいは高
山生の要素の唯一の生育地となってレる O もし氷ノ山に
このような立地がなかったならば、これらの植物はネマ
ガリダケの生活力に負けて生存は許されないであろう。
1490771の地点にあるコセイ沼の湿原群落はまわりのス

ギの低い木立ちにも助けられてエキゾチックな高山湿原
の景観をもたらしている。その規模はさほとではなく、
典型的な高山性湿原群落と比較すると、いくつかの標徴
種を欠レてはいるが、ここにみられるヤチスゲ( 寒帯、
亜寒帯気候下に発達する湿原の代表的な植物で、おそら
くここが日本列島における南限地であろう) 、モウセン
ゴケ、 ミズコ、ケ類( ここではオオミズゴケとヒメミズコ、
ケがある) の結びつきは中部地方以北の高山性湿原群落
にもしばしばみられるものであるご断定的なことは今後
の調査にまつべきであろうが、おそらく比良山系にみら
れる湿原群落と共に本邦高山性湿原群落の南限型と考え
ることができょう。この湿原周辺にはイワナ、ン、イヌツ
ゲ、イヌノハナヒゲ( 花) 、ヒカゲノカ y、ラ( 胞) 、マイ
ズノレソウ、ノギラン( 果) のほか、分布上興味深いメイ
ケイソウ( 枯) 、エソリンドウ( 花) ( 氷ノ山が南限地) 、
ツマトリソウ、アカモノ( 果) などが見られる。
山頂一帯の不マカリダケはより密生し、上層にフナそ
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の他の高木を欠く切頭群落をつくっている。山頂近くで
測定したネマガリダケの 1m当りの個体数は70本であっ
た。下層にはヒメモチ、ヒメアオキ、エゾユズリハが点
在している。このネマガリダケの切頭群落の分布を山頂
より眺めると、氷ノ山からーノ丸、二ノ丸と南方に連な
る尾根の、西ないし北西の尾根や斜面にはほとんど見ら
れずル反対の東ないし南東の尾根や斜面に広くひろがっ
ていることがわかる。このことは西ないし北西方向の斜
面では冬期の季節風をまともにうけるために積雪量が少
なく、逆に風下側の東あるいは南東の斜面に多量の雪が
吹きだめられ、その積雪による機械的な圧力、あるし、は
生育期間の短縮のために高木層をつくる樹木が育たなし、
ことを物語っている。果してどれ程の積雪量がフナの成
育を阻止するものなのか興味深い研究課題といえよう O

頂上より氷ノ山越側に少し下った所 (1480>n) に 1木の
ブナがあるが、その枝が南東の方向にのみ伸びていて一
種の旗形木となっている。これは氷ノ山の山頂付近の主
風、特に冬期の風の方向を示す植物風向計とみることが
できょう O

コシキ岩の岩場C 1445> n ) のヤマツツジ、ホツツジ、
クロゾヨゴ、 ツノ円、ンバミ ( 果) 、ナナカマトなども風
によって、勢定された植込みのように枝葉の先が切りそ
ろえられている。露出した岩上には高山生のグロコ‘ケの
ほかギボウシゴケ属、キゴケ属の鷲や地衣が岩隙や岩面
の小さい凹みに団塊をなしてくっついているつこのほカミ
主に高山帯に分布するコケモモ、コメメッカザクラ、
ヤマキンバイ、ヒメイワカガミも姿を見せているし、
2 、3 株のキャラボクの茂みもある。近くの地上をみる
と、イワダレゴケ、タチノ、イゴケ、オオフサゴケといっ
た、いずれもハイマツ群落のコケ層を優占する蘇が生育
している。やや下方の1430>nの地点で亜高山性針葉樹林
の林床に多いセイタカスギコ、ケやウスバカブトコ、ケを採
集した。また1410冗の地点で、はコヨウラクツツシや果実
をつけたツバメオモトに出会った。
この付近より氷ノ山越の峠までの兵庫県側のブナ林は

のネマガリダケ群落の縁辺部にクマイチコ¥ ミヤマニカ
イチコ、が旺盛に生育している。また近在の山ではあまり
見なれなレマメグミもある。峠の西斜面鳥取県側にはネ
マガリ夕、ケより背丈が低く、校が下方から出るヤネフキ
ザサが群落をつくっている。下ってしぺ路傍でヤマジノ
ホトトギス( 花) 、ミズタマソウ( 果) 、スミレサイシ
ン、ゴマナ( 花) 、イヌガンソ夕、ハリガネワラビ、など
を見かける o 1020悦の地点のミズナラの大木にコケ類と
共に、ミヤマノキシノフ》、; 着生している。
980η1の地点に水場があり、小休止する O 渓流近くに
はシシウド( 花) 、ギンバイソウ( 花) 、ジャコウゾウ( 花)
ツリフネソウ( 花) 、タイミンカサ( 花) 、ヤグルマゾ
ウ、エゾアジサイ( 花) 、クサアジサイ( 花) 、 ミズタマ
ソウ( 実) 、ウワバミソウなと、の湿生横物が茂っている q

やや下方にある地蔵堂 (965m) の裏のトチノキの大木
にはみごとな程多くの果実がついている。この付近の道
すがらに、ミツモトソウ( 果) 、オヒョウニレ、ヤマニ
カ、ナ( 花) 、ムラサキシキブ、シロトダシパ( 花) を見
るつ 「あずきころがし」の急な坂道にかかるあたり( 約
850悦) にブナ、ミズナラの混交林があり、林床に日本海
要素と考えられるトキワイカリソウが生育してレた。布
滝を左にみながらさらに下っていくと、ゾヨコ、ナッツ
バキ、ウラジロガシなど援帯上部の植物が出現し出す。
このほかカスミザクラ、アワフキ、カツラ、ニガキ、オ
ニグノレミ、 サワグルミなどの樹木やカラムシ( 花) 、ナベ
ナ( 蕃) などの草本も目につく。ほぼ 7 0 0 m の地点で八
木川源流の河原におりつく。ここからは平坦な山道をた
どるが、山麓斜面の所々にケヤキ、エノキの大木が、こ
んもりと茂ってしる。午後 5時過ぎ福定の宿に帰着し
1 日の採集を終えたc

まとめ

氷ノ山の植物的自然を区系分布の観点からみるなら
ば、第 1に1510. 1 mとL、う比較的低い山でありながら中
部以北の高山ないし亜高山地帯に分布する傾物が比較的

ネマガリダケを枯らす薬剤jを散布した後、焼きはらわれ | 多いことと、第 2にその地理的位置から当然ともレえよ
たらしく、背のうっそうたる林相は、かなり広範囲にわ |  うが、日本海側の諸地域に分布が限られてし、る日本海要
たって焼野原と化してしまっている O 焼け跡にダンドボ
ロギクが芽を出していたが、もはや昔日のフ、ナ林にはか
えらないて、あろう。このような一見非常識ともみえる自
然の破壊が、やがては山崩れや堤防の決壊をひきおこ
し、人命の危機にも連なっていることを当事者は知らな
いのだろうか。
氷ノ山越で鉢伏山にまわるグノレープと別れ「あずきこ
ろがし」のコースをとって下山することにする。峠付近

素に属する植物を多産するという 2つの特徴をもってい
るとレえる。一方植物群落学的見地から興味深いのは、
日本海型のブナ林、すなわちブナーヒメモチ群集の典型
的な林相が発達していることと「コセイ沼」にヤチスゲ、
モウセンコ‘ケ Y ミズゴケ類という高山、斑高山性湿原群
落の中核ともいえる種組成をもった群落が発達している
ことである。
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